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認証番号0003196

　　　当社では、創業以来廃棄物処理・水処理に携わるものとして、適正な業務の遂行を

　　いますが、当社では、身近なことから取り組みを始めることにより地域環境に貢献で

　　心がけてまいりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安芸高田市の花　紫陽花

　　いる次第であります。

 

　　ＫＥＫ　
　　　　　　地域環境に貢献する

有限会社　　国　司　衛　生　興　業

《　ごあいさつ　》

　　　近年では、市町村が策定する一般廃棄物処理計画に基づき、生活環境の保全と公衆

　　衛生の向上のため、生活排水処理の一翼を担い地域の水環境を守れるよう取り組んで

　　　また、地球温暖化問題をはじめとした環境の危機が世界規模で明らかになってきて

　　　○　誠実かつ適正に業務の遂行

　　為のひとつの手段となるよう社員一同努めてまいります。

　　きればと思っております。環境保全活動を続けることが今後の地球環境を守っていく

 

《　企業理念　》



①

      (関連事業所：ＥＣＯシステム有限会社／代表取締役　鉄本秀樹）

＊ 環境保全関係の担当者連絡先

　　環境管理責任者 　鉄本　大地

　　事務局担当者 　新田　由美子

　　連絡先

　(有)国司衛生興業 ＴＥＬ （０８２６）４２－３０８９

ＦＡＸ （０８２６）４２－１３０５

②

③

④

⑤

＊　一般廃棄物処理業（し尿・浄化槽汚泥）　

＊　一般廃棄物収集運搬業（事業系ごみ）　芸北広域環境施設組合　

＊　浄化槽保守点検業者　

＊　浄化槽清掃業　

＊　法定検査

⑥

19 人

　2022年度処理量 し尿 1,103,800 ℓ

浄化槽汚泥 4,346,450 ℓ

脱水汚泥 109.76 ｔ

1,566.50 ㎥

'22年度売上額 21,800 万円

事　業　の　規　模

所　在　地

事　業　内　容

設　立

事業者名及び代表者名

「対象範囲：一般廃棄物収集運搬、産業廃棄物収集運搬、

　　　　　　中間処理、浄化槽維持管理、下水道処理施設の維持管理」

資　本　金

　　有限会社　国司衛生興業

　　代表取締役　鉄本　秀樹

　１９７５年０４月１４日

1.    会　　社　　の　　概　　要

　事務所　：　広島県安芸高田市吉田町国司196

　車　庫　：　広島県安芸高田市吉田町山手1149-1

　3,000,000円

　従業員数（2023年4月現在）

＊　産業廃棄物処分業　中間処理（脱水）

＊　一般廃棄物処理業（し尿・浄化槽汚泥）　

【ＥＣＯシステム(有)】

＊　下水道処理施設・農業集落排水・合併処理施設の維持管理

【(有)国司衛生興業】

＊　浄化槽施工工事　

＊　排水設備工事（安芸高田市指定工事店）

安　芸　高　田　市　事業範囲

（2021年10月～2022年９月）

中間処理（脱水）

＊　産業廃棄物収集運搬業　（積替保管なし）

P１



①

②

③

④

⑤

⑥

脱水業務

Ｐ２

所　在　地

従業員数

連絡先

事業の区分と廃棄物の種類

担当者

　　　１　　名

＊　下水道処理施設　汚泥脱水業務（移動式脱水装置）

事　業　概　要

（コンポスト化）

最終処分施設

下水処理施設 移動式脱水車

産業廃棄物

収集運搬車

脱水汚泥搬出

収集運搬

＊　処理能力（規模）・・・　40㎥/日

＊　産業廃棄物処分業　中間処理（脱水）

＊　処理方式・・・スクリュー式脱水機

＊　処理工程図

統括責任者 片岡　武志

＊　産業廃棄物の種類・・・下水汚泥

＊　一般廃棄物処理業（し尿・浄化槽汚泥）　

（0826）42-5111

＊　処理施設の種類・・・下水道処理施設

＊　農業集落排水処理施設　汚泥脱水業務（移動式脱水装置）

関　連　事　業　所

　　EＣＯシステム有限会社

　　代表取締役　鉄本　秀樹

【ＥＣＯシステム(有)】

　事務所　：　広島県安芸高田市吉田町国司196

事業者名及び代表者名

事　業　内　容

薬品注入



⑦

＊下水道処理施設　第３種技術検定　合格者 9 名

＊下水道処理施設　管路施設　合格者 2 名

＊浄化槽技術管理者 7 名

＊浄化槽管理士 11 名

＊浄化槽清掃技術者 2 名

＊農業集落排水処理施設維持管理士 1 名

＊し尿処理施設技術管理者（１級） 1 名

＊し尿・汚泥再生処理施設技術管理士 1 名

＊酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者 6 名

＊産業廃棄物処理業講習会　収集運搬課程修了者 1 名

＊産業廃棄物中間処理施設技術管理士 1 名

＊フォークリフト運転士 1 名

＊小型移動式クレーン運転士 1 名

＊特定化学物質等作業主任者 2 名

＊玉掛け技能講習者 2 名

＊浄化槽法定検査　検査補助員 5 名

＊土木施工管理技師（2級） 1 名

＊下水道排水設備工事責任技術者 2 名

＊産業洗浄技能士（高圧洗浄作業） 2 名

＊第一種電気工事士 1 名

＊監理技術者 1 名

⑧ その他

＊安全運転管理者 1 名

＊副安全運転管理者 1 名

＊ｴｺｱｸｼｮﾝ21認証・登録　10年継続で感謝状と記念品をいただきました。

P３

技　術　者



＜組織図＞

＜役割と責任と権限＞

代表取締役社長 ＊環境経営に関する総括責任者

＊環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間能技術者を用意

＊環境管理責任者を任命

＊環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

＊環境経営目標の設定を承認

＊環境経営活動計画を承認

＊代表者による全体の評価と見直しを実施

＊環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ＊環境経営システムを構築し、実施し、管理

＊法規制等の要求事項登録簿を承認

＊環境経営活動計画を作成

＊各部門の環境活動計画及び達成状況の報告

＊自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書、テスト、訓練記録の確認

＊環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

ＥＡ21事務局 ＊環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局

＊環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

＊「環境関連法規等チェックリスト」の作成

＊環境経営目標・環境経営活動計画原案の作成

＊環境経営活動実施計画の実績集計

＊特定された項目の手順書の作成、訓練等実施後の記録作成

＊環境関連の外部コミュニケーションの窓口

各部門責任者 ＊自部門のおける環境経営システムの実施

＊自部門のおける環境経営方針の周知

＊自部門の特定された緊急事態対応のための手順書の確認、テスト・訓練・訓練報告、承認

＊自部門の問題点の発見、是正、予防処置

全従業員 ＊環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

＊決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

Ｐ４

ごみ収集部門

事業系ごみ

家庭ごみ

役　　割　・　責　　任　・　権　　限

２．ＫＥＫ　 （有）国司衛生興業　エコアクション２１組織図

代　表　取　締　役
社　長

　EＡ２１
事　務　局

環境管理責任者

産業廃棄物
収集運搬

部門

ECOｼｽﾃﾑ(有)
汚泥脱水

（移動式）
法定検査部門

し尿・浄化槽
汚泥収集
運搬部門

浄化槽維持
管理部門



《　環境基本理念　》

有限会社　国司衛生興業は、廃棄物処理業・浄化槽維持管理業を通じて、地域の生活

環境の保全と公衆衛生の向上に貢献するべく、環境保全活動・循環型社会の形成に積

極的に取り組む。

《　環境経営方針　》

　関連法規（廃棄物処理法・浄化槽法）を熟知・遵守し、適正な業務を遂行する。

① 環境マネージメントシステムを確立し、定期的見直しを行い、継続的改善に

努める。

② 次の項目について、環境目標を設定し、具体的に取り組む。

＊ 電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

＊ 廃棄物排出量の削減・リサイクル

＊ 総排水量削減（節水）

③

④

⑤

⑥

⑦

　この環境経営方針は、全社員に周知徹底するとともに、一般に公開する。

’０８年０５月３１日

 '２０年０６月０１日

　代表取締役社長

鉄　本　秀　樹

環境衛生に貢献する。

出せるよう、地域・社会貢献活動を積極的に推進する。

3，環　境　経　営　方　針

P５

改訂日

制定日

事業活動においての関連法規に則り、適正な業務の遂行をすることにより地域の

お客様や地域社会とのコミュニケーションを大切にし、より快適な生活環境を創り

環境マネージメントシステム内容を、全社員に周知徹底し、環境に対する意識の

向上に努める。

環境に配慮した物品等の購入に努める。（グリーン購入）

受託した廃棄物の収集運搬の効率化を図る。（環境配慮）



（１）過去３年間の環境負荷実績
「ガイドライン」に規定された「環境への負荷の自己チェック」の結果、過去３年間の
主な環境負荷項目の実績は以下の通りとなりました。

電力使用量
軽油使用量
ガソリン使用量
廃棄物排出量
水使用量（事務所）
水使用量（車庫）
CO2排出量
（注）排出係数は、中国電力（株）調整後排出係数　0.545（kg-CO2/kwh）を使用。
＊水使用量（車庫）はﾎﾟﾝﾌﾟ使用　37ℓ/分（現在使用中止）

（２）環境経営目標
環境経営方針及び上記（１）の「環境への自己チェック」の結果等を踏まえて、「環境経営目標」

を以下の通り定めました。

電力使用量削減

自動車の燃料削減
基準：軽油　　３５,８７８ℓ

　ガソリン　1３,４６９ℓ
節水　（上水）

基準：　54㎥
節水　（ポンプ使用時間）

基準：　780分
一般廃棄物の削減

基準：　150kg

基準：116,741ｋｇ
グリーン購入に努める 購入に努める 購入に努める 購入に努める

環境配慮に努める

（３）’22年度　環境経営目標の達成状況（2022年4月～2023年3月）

CO2排出量
電力使用量削減
自動車の燃料削減

・ 軽油
・ ガソリン

節水　（上水）
一般廃棄物の削減
環境配慮 実施できた

＊2021年度車庫から地下水ポンプ故障の為使用していません。
（注）排出係数は、中国電力（株）調整後排出係数　0.545（kg-CO2/kwh）を使用。

113,005ｋｇ
2.5％削減
113,822

3.0％削減
113,238

３５,６５４
１２,１６２

１２７
４９

１２７,５１８

3.2％削減CO2排出量削減

― 〇
ｋｇ 144 110.0 ○

Ｐ６

ℓ １３,１７２ １０,９１４ ○
㎥ 52.7 49.00 ○

ｋｗｈ １０,１７４ １１,１２４ △

ℓ ３５,０８８ ３５,３８８ ×

項　　　　　　目 単位 目　　標　　値 実　　　績 評　　　価
ｋｇ-CO2 １１３,８２２ １２３,３４３ ×

―

―
環境配慮に努め
る

環境配慮に努め
る

環境配慮に努め
る

（注）数値目標は少なくし現状維持に努めます。

4.0％削減 4.5％削減 5.0％削減
ｋｇ 144.0 143.3 142.5

分
2.4％削減 2.6％削減 ＊＊＊

761.2 760.0 ＊＊＊

㎥
2.4％削減 2.6％削減 2.8％削減

52.70 52.60 52.48

ℓ
2.2％削減 2.3％削減 2.4％削減
13,172 13,159 13,145

ℓ
2.2％削減 2.3％削減 2.4％削減
35,088 35,053 35,016

2.2％削減 2.3％削減 2.4％削減
ｋｗｈ 10,174 10,164 10,153

ｋｇ-CO2 １２９,６４１ １２４,６７５

項　　　　　　目 単位 2022年度 2023年度 2024年度

１５０ １３９
㎥ ５４ ４９
分 ７８０ ７１５

ℓ ３３,９７８ ３５,５７８

基準：　１０,４０３kwｈ

＊＊＊

ℓ １３,２０２ １２,６６２
㎏

４．環　境　経　営　目　標　と　そ　の　実　績

環境負荷項目 単位 2019年度 2020年度
ｋｗｈ ９,４４１ １１,６５０

2021年度
１１,９３４



Ｐ７

９,４４１

１１,６５０ １１,９９６
１１,１２４

０

２,０００

４,０００

６,０００

８,０００

１０,０００

１２,０００

１４,０００

2019

年度
2020

年度
2021

年度
2022

年度ｋｗｈ

電力使用量

３３,９７８

３５,５７８ ３５,６５４

３５,３８８

３３,０００

３３,５００

３４,０００

３４,５００

３５,０００

３５,５００

３６,０００

2019

年度
2020

年度
2021

年度
2022

年度
ℓ

軽油使用量

１３,２０２
１２,６６２

１２,１６２

１０,９１４

０

２,０００

４,０００

６,０００

８,０００

１０,０００

１２,０００

１４,０００

2019

年度
2020

年度
2021

年度
2022

年度ℓ

ガソリン使用量



Ｐ８

１５０
１３９

１２７
１１０

０

２０

４０

６０

８０

１００

１２０

１４０

１６０

2019

年度
2020

年度
2021

年度
2022

年度ｋｇ

廃棄物排出量

５４

４９ ４９ ４９

４６
４７
４８
４９
５０
５１
５２
５３
５４
５５

2019

年度
2020

年度
2021

年度
2022

年度㎥

水使用量（事務所）

７８０
７１５

０ ０
０

１００

２００

３００

４００

５００

６００

７００

８００

９００

2019

年度
2020

年度
2021

年度
2022

年度
分

水使用量（車庫）

ポンプ故障の為使用不可

１２９,６４１

１２４,６７５

１２７,５１８

１２３,３４３

１２０,０００

１２２,０００

１２４,０００

１２６,０００

１２８,０００

１３０,０００

１３２,０００

2019

年度
2020

年度
2021

年度
2022

年度
ｋｇ-CO2

CO2排出量（総量）



2020年 2021年 2022年

電力 6,004 6,468 6,063

化石燃料 118,292 120,203 117,281

総排出量 124,675 127,518 123,343

原単位 5.7 5.8 5.7

・原単位で見ると近年ほぼ現状維持している状態。

P9

５．売上高と二酸化炭素排出量
（自動車燃料および購入電力）

二酸化炭素排出量実績　【　Kg-CO2/年　】
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＊必要な場所のみ照明をつける（無人スペースの照明オフ）

＊昼休みの照明オフ

＊未使用のパソコン・プリンタの電源オフ

＊コンセントをこまめに抜く（洗濯機・電子レンジ）

＊エアコンの温度設定の見直し（暖房20℃・冷房28℃程度）

　（天候に応じて使用時間を短縮する）

＊自動販売機（ノンフロン自販機）節電の為、夜間は消灯

＊業務終了時にＯＡ機器の電源オフ

＊退社時に消灯確認

＊収集作業中はエアコンを確実に切る

＊暖気運転は冬期のみ１０分とする

＊アイドリングストップ

＊急発進・急加速・急停車を控える

＊日々の車両整備により燃費向上

＊運転日報により、燃費の推移をグラフ化しドライバーの意識改革を行う

＊エコドライブ・エコ通勤の呼びかけ

＊両面コピーや縮小コピーの活用・電子化に移行でﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の促進。

＊使いきり商品ではなく、詰め替え用商品の購入（掃除用具等）

＊使用済み封筒の再利用

＊ミスコピーを削減し、チェックを強化する

＊帳票の統合を行い用紙の削減をはかる。電子化の促進。

＊可燃・不燃・リサイクルできるものに分別し、できるだけ持ち込みごみを

　増やさないようにする

＊CDR、ﾒｰﾙ報告でペーパーレス化の促進。

＊リサイクル商品はリサイクル場の活用。

＊マイバック持参の呼びかけ

＊洗車時間の短縮化（洗車回数券の利用）

＊洗い場では食器などはまとめて洗うようにする。

＊節水の呼びかけ

＊エコドライブ等運転方法の配慮を励行する。

＊「走る防犯パトロール隊」の結成　（安芸高田警察署）

　　（子どもやお年寄りへの声かけ・不審者、災害の発生時の通報など）

＊安芸高田市消防団協力事業所　登録　（安芸高田市）

　　（事業所と消防団との連携強化を図る）

＊「安芸高田市の災害時におけるし尿収集等の支援協力に関する協定」の締結

＊「子ども高齢者見守り活動隊」の結成

（安芸高田警察署・広島県環境整備事業協同組合安芸高田支部）

＊地域のエコ活動への参加

＊各方面から情報や資料集め。

➶ ➶ ➶
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項目

電
力
使
用
量
削
減

節
水

一
般
廃
棄
物
の
削
減

自
動
車
の
燃
料
削
減

環
境

配
慮

主　な　環　境　活　動　の　内　容

そ
の
他

Reduce

６．主　要　な　環　境　経　営　活　動　計　画　の　内　容

＊作業時間や待機時間、走行距離の短縮化を図る。

＊日々の段取りで効率のよい収集ルートの確認をする。

地
域
・
社
会
　
貢
献
活

動

Reuse Recycle



＊ 近年の地球温暖化により、気候の変化が著しくなってきていますので、エアコンの使用等は無理のないよう

＊

＊

＊

＊

　

＊

＊

＊

＊

　

＊

＊

＊

＊

　

＊ 毎年、局地的な豪雨の被害が多発しており、災害時には連携を密にして迅速に対応できるように努めます。

＊

＊

＊

～　代表者による全体評価と見直し　～

　

P11

自
動
車
の
燃
料
削
減

コロナウイルス感染症対策で各担当車両内での作業時間が大幅に増えた為、軽油の削減が未達成ですの

でエアコンの使用を最低限にするなどの対応。

車両整備やエコドライブ等、引続き取組んでいきます。

いきます。

運転中は（ふんわりｱｸｾﾙ・加減速を少なく・ｴﾝｼﾞﾝﾌﾞﾚｰｷの活用・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ）を習慣付けて

ﾘｻｲｸﾙﾎﾞｯｸｽ等を活用し引続き削減に努めます。

設定をこまめに確認しながら使用。

自動販売機では冷暖房の時期を管理会社と相談し節電に努めています。（暖から冷には早めに切替）

電灯は今後取替時期に、ＬＥＤの切り替えを推進していく予定です。定期的に電灯の清掃を

行っています。

現状維持に努め、原単位で評価をしていきます。

日々の段取りの中で効率のよい作業ができるよう確認しています。自動車燃費の向上や安全運転に

走行距離の短縮に努め、作業時のエアコンＯＦＦも徹底しています。

日々の車両整備やエコドライブの徹底により二酸化炭素の排出量の削減に努めています。

車庫でのポンプ使用（地下水）は故障の為、給油所からの洗車回数券を利用することになりました。

7．環境経営活動計画の取組結果の評価・次年度の取組

項目 取　組　結　果　の　評　価　内　容

電
力
使
用
量
削
減

一
般
廃
棄
物

の
削
減

持ち込みごみを減らすことで削減の成果がみられました。ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化にも取り組んでおります。

地
域
・
社
会

貢
献
活
動

消防団協力事業所表示制度では、市消防団活動に対し、継続して協力していきます。

新型コロナウイルス感染防止対策の徹底。（防止対策・感染者発生時の対応）

そ
の
他 周辺のごみ拾い、草刈りなど身近なことから継続的に取り組んでいます。

考えております。

一方で、取引先様のご協力も得ながら少しずつではありますがペーパーレス化等の取り組みが進んでおります。

用紙の両面使用や印刷時の再確認でミスを減らし、紙ごみの削減に努めます。

身近なところから環境に配慮した取り組みを浸透させていきます。

コロナ禍で様々なイベントが中止となり、地域の方々とエコ活動することはあまり出来ませんでしたが

 未達成目標は課題ですが、これを機により効果的な取り組みを検討し、持続可能な方策を模索していきたいと

節
水

削減の成果があまりみられなくなってきているので、数値を把握しながら現状維持に努めます。

洗濯の使用量や、食器のまとめ洗いなど日々のことでの節水を心掛けています。

環
境

配
慮

つながり、成果が出ていると思われます。



適用される主な環境関連法規は廃棄物処理法と浄化槽法です。
　

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱は

ありませんでした。

また、違反について関係機関等から特に指摘はなく、訴訟等も過去３年間

ありません。

≪環境関連法規≫

＊一般廃棄物収集運搬業の許可 許可証確認

廃棄物処理法 ・し尿

義 ・浄化槽汚泥

・事業系ごみ

務 ＊産業廃棄物収集運搬業の許可 許可証確認

・脱水汚泥

＊浄化槽保守点検業の登録 登録証確認

浄化槽法

義 ＊浄化槽清掃業の許可 許可証確認

務 ＊浄化槽法定検査 登録事業所証確認

検査補助員登録 　

＊自動車所有者の自動車から発生する 領収書

自動車ﾘｻｲｸﾙ法 　フロン類、エアバック及びシュレッダー

義 　ダストの処理に係る費用（再資源化等

　預託金）の負担

務

＊事業者が特定家庭用機器（エアコン、 領収書

家電ﾘｻｲｸﾙ法 　テレビ、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、乾燥機）

義 　廃棄物を排出する際の収集・運搬料金と

　再商品化等に必要なリサイクル料の支払い

務

Ｐ１２

令和4年度
該当なし

　使用済み自動車の再資源

　化に関する法律

令和4年度
該当なし

○

8．環境関連法規制等の順守状況

遵守評価

証拠 判定
法規制等の名称

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律　第７条

浄化槽法　第３５条

該当する要求事項

○

区
分

○

○

○



（１）許可等の内容

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

自

至

（２）施設等の状況

（３）処理実績

P１３

令和4年2月15日

国中整計建第1729号 令和9年2月14日

項　　　　　　　目

１台

7台

3台

１台

１台

2台

　３t　ユニック車

　４ｔ　ローラー車

　４ｔ　パッカー車

　

1台

　３ｔ　バキューム車

　軽トラック

　８ｔ　移動式脱水車

　３ｔ　パッカー車

　管理車（軽自動車）

　４ｔ　バキューム車

　８ｔ　バキューム車

　４ｔ　ダンプ

１台

令和4年2月17日

　許可番号
令和5年9月27日

車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輌

浄化槽清掃業
令和6年3月31日

令和6年12月31日

令和4年1月1日　県６０

　第42号

　安高上下

　第０４０３号

令和4年4月1日

令和3年12月28日

ℓ １,１０３,８００

令和5年9月2日

第3404105336号

2020年度

１,１８８,７５０①し尿収集運搬

１台

浄化槽保守点検業

　EＣOシステム(有)

2021年度 2022年度

令和10年9月1日

令和6年3月31日

　EＣOシステム(有)

1台

㎥ 625.0 1561.4

46.46

４,３４６,４５０

④中間処理（脱水）

４,６４７,６００②浄化槽汚泥収集運搬

1566.5

令和4年4月1日

③脱水汚泥収集運搬

ℓ

ｔ

６,５６７,２００

111.69 109.76

単　　位

１,２０１,８３０

備　考許可年月日

令和4年2月17日

一般廃棄物収集運搬

（事業系ごみ）

　安高上下

　第43号

　

許可番号

令和4年4月1日

有効年月日

　第１－４号

令和6年3月31日

9．産業廃棄物処理業に関する情報

許可の内容

（廃棄物の種類）

一般廃棄物処理業

（し尿・浄化槽汚泥）

令和7年3月31日

3424121514号 令和7年9月7日

令和4年4月1日

一般廃棄物処理業 　安高上下
令和5年2月24日

令和5年4月1日

（し尿・浄化槽汚泥） 　第999号

１台

下水道処理施設維持管理業者
登録　処04-904

令和4年1月24日

産業廃棄物収集運搬業
（脱水汚泥）

産業廃棄物処分業
（脱水）

　許可番号
令和2年10月16日

令和2年9月8日


